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１．研究計画の概要 
 日本の精神科病棟には，世界一多い約 32
万人が入院している．平成 18 年の障害者自
立支援法の施行に伴う基本方針の中で，国は
2011 年までに精神科病院の入院患者５万人
削減を目標値として定めた．しかし，入院患
者が病院を退院してから社会復帰していく
までの具体的な支援方法・プロセス・環境に
ついては具体的な方策・指針は示されず，現
状では，それぞれの病院の独自の取り組みに
委ねられている．精神疾患患者が治療の段階
に応じて適切な療養環境で過ごし，退院後も
段階的に社会に復帰して行くことができる
ためのケアと環境の両面からの包括的な支
援態勢の構築が求められている． 
 そこで，本研究では精神疾患患者が受ける
治療・支援・療養環境からの影響を広義の受
療行動と捉え，精神疾患患者の入院中から退
院後に亘る受療行動について継続的に捉え
分析を行う．そして，患者の治療や回復に応
じた段階的支援態勢のあり方を実証的に示
し，病院から地域の生活環境へ連続した包括
的社会復帰支援システムと療養環境を提
案・構築することを目的としている． 
 以下に本研究の課題を示す． 
（１）医療施設内の患者の受療行動の解明 
 これまで明らかにされてこなかった精神
科医療施設内での患者の回復過程に伴う病
棟移動，入退院経路などの受療行動の実態を
明らかにする．また，医療施設内での患者の
生活行動の実態を経時的な変化を含めて明
らかにする． 
（２）退院後の受療行動の解明 
 精神疾患患者が医療施設から関連施設や
居住施設へ退院後の受療行動の実態を明ら
かにする．また，退院後の生活行動について

事例的に明らかにする． 
（３）社会復帰支援環境の実態の解明 
 退院後の居住環境についてグループホー
ム・ケアホームを対象として，居住形態，支
援状況等を明らかにする．また，精神障がい
者の就労支援環境について事例的に明らか
にする． 
 
２．研究の進捗状況 
（１）医療施設内の患者の受療行動の解明 
 精神科医療施設Ｋを対象に，2007 年から
2009 年の３年間にわたり毎年，退院患者・
入院中患者・通所部門利用者の基本属性転記
調査及び病棟・通所部門の非参与型観察調査
を行った．また，調査期間内に関連施設に退
院した患者については，退院先での生活状況
について非参与型観察調査とスタッフへの
ヒアリング調査を実施した．2009 年には，
入院患者の行動変化を連続的に把握するた
め，急性期病棟で７日間，通所部門で２日間
の連続調査を実施した．結果概要を以下に示
す．①退院患者は高齢化，Ｆ３（気分障害）
が増加傾向にある．全般的に軽快退院患者数
が増加し，入院期間は短縮傾向にあるが，入
退院を繰り返す患者が増加している．②退院
患者の入退院経路・病院内転棟状況をダイア
グラムとして示し，2007 年から 2009 年まで
の変化を示した．関連施設へ退院した患者の
移動について詳細に把握した．③退院患者の
入院期間，入院場所，生活場所の変化を基に
数量化Ⅲ類とクラスター分析を用いて類型
化を行い，主要な類型を見出した．④急性期
病棟における患者属性，行為内容，姿勢，行
為場所の関係を明らかにした． 
（２）退院後の受療行動の解明 
 精神科医療施設Ｋの調査期間内に関連施
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設に退院した患者について，退院先での生活
状況について非参与型観察調査とスタッフ
へのヒアリング調査を実施した．関連施設に
退院した患者を対象に，退院後の就労や生活
状況を継続的に把握し，社会復帰過程で求め
られる支援環境に関する知見を整理した． 
（３）社会復帰支援環境の実態の解明 
 精神疾患患者の社会復帰支援を積極的に
行っている団体を対象に居住環境・就労支援
に関する現地踏査・スタッフヒアリング調査
を実施した．精神障害者のグループホーム・
ケアホームの居住形態を類型化しその特徴
を整理した．また，特色ある就労支援プログ
ラム，就労環境，活動実態，等を把握した． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
 精神科医療施設 Kにおける３年間の継続的
な調査結果が得られ，本研究の主目的である
継続的な受療行動分析が可能となっている．
また，いくつかの先進的な社会復帰支援団体
の協力を得て，精神障がい者の社会復帰支援
環境関する知見が得られている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 継続的な調査協力が得られてきた精神科
医療施設 Kであるが，2009年度末に病院管理
者が交代し，調査の継続が出来なくなった． 
しかし，すでに３年分の調査結果が得られて
おり，医療施設内での受療行動については十
分なデータが得られている．本研究の４年目
（最終年）となる２３年度は，退院後の社会
復帰過程に関する調査を実施し，これまでの
研究データとともに包括的・多角的に分析を
行い，研究論文として発表する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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